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いたが、子ども 日常生活におけ 自律性 持っていて、中産階級の子どもに比べて消耗していないし 重要な社会的能力も身に付けてはいる。しかしこういった のは学校などの陛界で、中産階級の子どものもつ一言語能力のような力を発揮し い。一一一一口語能力の遣
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をとっていることがぶされて る。さらに組も合めて一一一一口語能力が高くないことは、中産階級が言語能力によって見えない利誌を得るのとは逆に、支配的な文化に同鵡できず、学校でうまくやって けないこ につ がっ いる機子を描いている。以上のように、質的諮査に基づくデ
i
タから、文化的蒋生産が行
われていく様子を描き出し きた著考であ が 最終案では小学校の卒業式の様子が描かれており、この
」れらの子どもがどのよう
に成長していくのかについて興味がもたれる ころであ 著者は追跡調査も検討し るようだが、是非やってもら た 。ポ
i
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るとされ、新しい遊びを子どもが考え出して楽しんでい 様子が描かれているのだが、言語資本の不足などから支配的文化と親和性を持つことができないため、将来において 発樺される余地は少ように思わ 。高く評価される価値である自律性・創造性だが、支配的文化の作法を身につけ 上でな れば有用性を持ち得ないということを示しているの は だろうか。先にも述べたように、追跡調査を行う中で、どういった過程で自律性・創造性が子どもに育まれ、発揮され、有用性を持つようになるのかを明らかにされ」とを期待したい。参考文献柴野自閉山、
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